
実践事例（４）

第３・４学年 算数科 ～進んで学ぶ児童を育てる間接指導の工夫～

１ はじめに

複式学級においては、通常の授業と異なり、児童の力で授業を進める間接指導の時間

が生まれる。その間接指導を充実させることができれば、学習の効率を上げられるだけ

でなく、児童同士がお互いに協力しながら自ら学ぶ力を育てていくことができると考え

た。そこで、間接指導をスムーズに行えるように「学習の手順の提示」「間接指導につ

ながる直接指導」「個に応じた指導の手立て」の３点について工夫し実践した。

２ 実践例

（１）単元名

第３学年 第４学年

あまりのあるわり算 ２けたでわるわり算の筆算

（２）単元の目標

○ 余りのあるわり算の問題に進んで取 ○ 商が２位数になる除法の筆算の仕方

り組もうとする。 を進んで考え出そうとする。

○ わり算の意味に基づいて、余りのあ ○ 商が１位数になる除法を基に、商が

るわり算の求め方を考えることができ ２位数になる除法の筆算の仕方を考える。

る。また、わる数と余りの大きさの関 ○ 何十でわる計算や２位数でわる筆算

係を捉えることができる。 ができる。

○ 余りのあるわり算ができ、場面に応 ○ ２位数でわる計算の仕方や除法に関

じて余りを的確に処理することができ して成り立つ性質が分かる。

る。

○ 余りのあるわり算の計算の仕方が分かる。

（３）指導観

○ 本学級の児童（男子６名女子１名） ○ 本学級の児童（男子４名女子２名）

は、少しずつ複式学級での学習習慣が は、算数の学習への意欲や技能につい

身に付き始めている。アンケートでは、 て個人差が大きく、配慮が必要である。

全員が算数が好きと答えている。しか アンケートでは、算数が好きと答えた

し、自分の考えを言葉で説明すること 児童は４名で２名は嫌いと答えてい

が嫌いと答えた児童は２名で、人前で る。算数が楽しいと感じるのは、「分

間違えたり、分からなかったりするこ かったとき」や「できたとき」と全員

とに不安をもっていることが分かった。 が答え、達成感をもたせることが学習

○ 本単元は、わり算の余りの意味を理 の楽しさにつながっていることが分かっ



解し、余りのあるわり算の計算ができ た。

ることと、場面に応じて、適切に余り ○ 本単元は、２位数でわる筆算の仕方

の処理ができることをねらいとしてい を理解し答えを求めることと、わり算

る。児童は、これまでに、わり算の意 について成り立つ性質を知り、活用す

味や計算の仕方について学習している。 ることをねらいとしている。これまで

そこで本単元では、その発展として余 に学習してきた１位数でわる筆算の「た

りの意味や処理の仕方を学んでいく。 てる→かける→ひく→おろす」のアル

この学習は、４学年のわり算の筆算へ ゴリズムを基に発展的に考えさせるこ

とつながっていく重要な内容なので十 とができ、数学的な考え方を育てるう

分な意味理解と習熟を図りたい内容で えで有効である。

ある。 ○ 本時は、前時に学習したわり算の性

○ 本時は、既習事項をもとにすれば立 質を使うことで、より簡単に計算する

式までは児童が自力解決できる内容な ことができることに気付かせたい。そ

ので、導入段階は係を中心に学習を進 のために、授業のはじめに十分直接指

めさせる。しかし、答えの書き方には 導の時間を取り、わり算の性質や活用

誤答や迷いが出てくると予想される。 方法について思い出させたい。活用の

そこで、直接指導時に、それを生かし 仕方をいくつか提示し、それを参考に

て適切な余りの処理の仕方があるとい 間接指導時に自力解決ができるように

うことに気付かせ、それを本時の課題 しておきたい。また、自分の考えを分

として意識付けたい。問題場面を把握 かりやすく説明させるために、根拠と

しにくい児童には余りの処理の方法の なるわり算の性質を黒板に提示し、説

判断が難しい面もあるので、挿絵や具 明の中に必ず取り入れさせながら、順

体物を使用して実感させながら考えさ を追って話させたい。児童からの考え

せるようにしたい。余りを切り捨てた 方が少ない場合は、教師から考えを提

り、切り上げたりした根拠は、言葉で 示し、どのように考えたのかを児童に

説明させたい。その際、説明をするの 推測させ、説明させたい。終末には、

が苦手な児童のために、話し方を教師 出てきた考えを分類し、比較させるこ

が例示しておき、抵抗を少なくしてい とで、より簡単に計算できる工夫はど

きたい。 れか話し合わせ、工夫して計算するよ

練習問題を解く段階では、余りを切 さを感じさせたい。

り捨てる方法と、切り上げる方法の二 単元全体を通して児童には、正確に

つがあることを整理して知らせ、必要 速くわり算ができるようになるという

に応じて選ぶように助言したい。 目標をもたせて学習に取り組ませてい

単元全体を通して児童には、前はで きたい。また、わり算について成り立

きなかった割り切れないわり算も計算 つ性質を活用することは、今後の小数

できるようになるという期待をもたせ や分数の乗除計算に活用する重要な性

て学習に取り組ませていきたい。 質であり、確実に身に付けさせたい。



（４）単元の指導計画

評価規準 学習内容 時数 時数 学習内容 評価規準

１ じゅんび運動 １ １ １ じゅんび運動

２ あまりのある ５ ２ ２ 何十でわるわ ◎ 余りがいくつに

◎ 余りのあるわり わり算のしかた り算 なるかを考えるこ

算の場面を式に表 ○ 余りのあるわ ○ （何十）÷（何 とができる。

し、答えを求める り算の意味と表 十）で商が１位 （考・ノート）

ことができる。 し方 数になる計算 ◎ １０円玉の個数

（知・ノート） ○ （何百何十） で考えればできる

◎ 余りとわる数の ○ 余りの大きさ ÷（何十）で商 ことが分かる。

大きさを比べて、 が１位数になる （考・発言）

どちらが大きいか 計算

を説明することが ３ ３ 商が１けたに ◎ （２位数）÷（２

できる。 なる筆算 位数）の筆算の仕

（考・発言） ○ （２位数）÷ 方が分かる。

（２位数）の筆 （考・知・ノート）

◎ 等分除の場合を ○ 等分除で余り 算の仕方 ◎ 商の見当づけを

わり算で表し、そ のあるわり算の ○ （３位数）÷ して、筆算の仕方

の意味が書ける。 意味 （２位数）の筆 を考えることがで

（考・発言・ノート） 算の仕方 きる。

◎ 九九で答えを求 ○ 仮商の修正 （考・技・ノート）

めることができる。 ◎ 仮商の修正の仕

（技・発言・ノート） 方が分かり、説明

することができる。

◎ 余りのあるわり ○ 答えの確かめ （考・知・ノート・

算の確かめ方を考 発言）

えようとしている。 ３ ４ 商が２けたに ◎ 色紙を実際に分

（関・発言・ノート） ○ 練習 なる筆算 ける操作と結びつ

○ （３位数）÷ けながら、筆算の

◎ 余った分を切り ３ あまりを考え １ （２位数）で商 手順を説明するこ

上げたり、切り捨 て 本 が２位数になる とができる。

てたりするわけを ○ 余りの処理に 時 筆算の仕方 （考・ノート・発言）

説明することがで 関する問題 ○ （４位数）÷ ◎ 商の立つ位置に

きる。 （２，３位数） 注意して、筆算で

（考・発言・ノート） の筆算の仕方 計算できる。

○ 練習 （技・ノート）

２ ５ わり算のせい ◎ わり算の性質を

４ たしかめ道場 １ 本 しつ 理解する。

時 ○ わり算の性質 （知・観察）

そ ◎ わり算の性質を



の ○ わり算の性質 活用して、計算の

２ を使った計算 仕方を工夫する。

（考・技・ノート）

１ ６ たしかめ道場

（５）本時の指導

① 目標 ① 目標

○ 場面に応じて余りを切り捨てたり、 ○ わり算の性質を活用し、計算の仕

切り上げたりして、適切に余りの処 方を工夫することができる。

理ができる。

② 準備物 ② 準備物

挿絵 ホワイトボード ホワイトボード

③ 展開 ③ 展開

○指導上の留意点
学習活動 わたり 学習活動

○指導上の留意点

◎評価 ◎評価

○ 身近に感じら １ 余りを切り １ 学習課題を ○ わり算の性質

れるよう、全校 上げて考える つかむ。 を提示し、どの

児童３１人がす 型の問題を読 ように計算に使

わるという設定 む。 っていけばよい

にする。 ○○小学校 か、例題を基に

○ 分かっている の３１人が、 見通しをもたせ

数値や尋ねられ 長いす１きゃ る。

ていることに線 くに４人ずつ わり算の性質を使って、工夫

を引かせる。 すわります。 して計算しよう。

みんなすわる ２ 問題を解 ○ 暗算でできる

には、長いす く。 よさを実感でき

が何きゃくい 7000÷ 250 る問題を解かせ

りますか。 ↓÷10 ↓÷10 る。

２ 既習事項を 700 ÷ 25 ○ 計算した方法

＜友達の発表を聞き もとに問題を 7000÷ 250 を矢印を使って

問題に線を引く児 解く。 ↓÷10 ↓÷10 表すことを確認

童＞ 700 ÷ 25 する。筆算をし

○ 図や絵・式を ↓÷5 ↓÷ 5 た場合はノート

かいて考えるよ 140 ÷ 5 に残し、他者に

う助言する。 ３ 解き方を話 7000÷ 250 筆算の説明もす

○ 余りをどうす し合う。 ↓÷10 ↓÷10 ることを確認す

ればよいか挿絵 ４ 学習課題を 700 ÷ 25 る。

を使って考えさ つかむ。 ↓×4 ↓×4 ○ 工夫は一つで

せ、本時の課題 2800÷ 100 ないことを知ら

へつなげる。 ↓÷100 ↓÷100 せ、より簡単な

あまりをどうすればよいか考 28 ÷ １ 方法を考えるよ

えてから答えを書こう。 う知らせておく。

○ 答えの前に余 ５ 余りを切り ３ 解き方を ○ 考え方を分類

りを処理した方 捨てる型の問 話し合う。 させる。出てこ

法や理由を言葉 題を読む。 なかった考え方

で書かせる。 については、教



○ 係を中心に進 師から提示し、

めさせる。 児童にその考え

○ ホワイトボー ６ 問題を解 方を推測させ説

ドを使って説明 く。 明させる。

させる。 ＜ホワイトボードを使って ○ どの考え方が

○ 挿絵を見せ、 自分の考えを説明 速くて簡単にで

余りを切り捨て する児童＞ きるか話し合わ

ればよいことを ７ 解き方を話 ４ 練習問題を せる。

実感させる。 し合う。 解く。 ◎ わり算に関し

◎ 余りを切り上 ・ 余った○○ て成り立つ性質

げたり切り捨て のためにあと を活用して、工

たりすればよい １ついるから 夫した計算の仕

ことを、言葉や ・ 余った○○ 方をすることが

図で説明するこ では～できな できたか。

とができたか。 いから

８ 練習問題を

解く。 ５ 感想を書く。○ 分かったこと

○ 分かったこと ９ 感想を書 や感じたことを

や感じたことを く。 中心に書かせる。

中心に書かせる。

３ 考察 10101010月月月月３３３３日日日日２２２２校時校時校時校時 ３３３３年生当番名年生当番名年生当番名年生当番名

（１）学習の手順の提示 ２０２０２０２０ １１１１、、、、プリントプリントプリントプリントのののの問題問題問題問題をみんなでをみんなでをみんなでをみんなで読読読読みみみみ、、、、黒線黒線黒線黒線とととと赤線赤線赤線赤線をををを引引引引きますきますきますきます。。。。

間接指導時も、児 ２５２５２５２５ ２２２２、、、、ノートノートノートノートにににに図図図図とととと式式式式とととと答答答答えをえをえをえを書書書書きますきますきますきます。。。。

童が見通しをもって ３０３０３０３０ ３３３３、、、、答答答答ええええ合合合合わせをしますわせをしますわせをしますわせをします。。。。

学習が進められるよ ３５３５３５３５ ４４４４、、、、学習学習学習学習かかかか題題題題をををを書書書書きますきますきますきます。。。。

うに右のような学習 ４０４０４０４０ ５５５５、、、、９８９８９８９８ページページページページのののの③③③③をををを読読読読みみみみ、、、、黒線黒線黒線黒線とととと赤線赤線赤線赤線をををを引引引引きますきますきますきます。。。。

の手順を黒板に提示 ４５４５４５４５ ６６６６、、、、図図図図とととと式式式式とととと理由理由理由理由とととと答答答答えをえをえをえをノートノートノートノートにににに書書書書きますきますきますきます。。。。

した。左の数字は時 ５０５０５０５０ ７７７７、、、、ホワイトボードホワイトボードホワイトボードホワイトボードにかいてにかいてにかいてにかいて○○○○○○○○さんからせつさんからせつさんからせつさんからせつ明明明明しますしますしますします。。。。

間の目安を示してい ５５５５５５５５ ８８８８、、、、98989898ページページページページのののの②④②④②④②④をしますをしますをしますをします。。。。読読読読むむむむ→→→→線線線線→→→→図図図図→→→→式式式式→→→→理由理由理由理由とととと答答答答ええええ。。。。

る。これを繰り返し ００００００００ ９９９９、、、、感想感想感想感想をををを書書書書きますきますきますきます。。。。

て使いながら学習し まっているときまっているときまっているときまっているとき １１１１、、、、学習帳学習帳学習帳学習帳５５５５までまでまでまで ２２２２、、、、プリントプリントプリントプリント

ていくことで、当番 10101010月月月月３３３３日日日日２２２２校時校時校時校時 ４４４４年生当番名年生当番名年生当番名年生当番名

を中心に協力しなが ２０２０２０２０ １１１１、、、、学習課題学習課題学習課題学習課題をををを書書書書きますきますきますきます

ら学習することがで
略

きるようになってき ＜資料１ 学習の手順＞

た。

（２）間接指導につながる直接指導

第３学年については、まず本校の児童の人数を学習問題に取り入れ、余った人数を

どうするか児童の名前入りの磁石を動かしながら考えさせた。そのことが、具体的に

考える手掛かりになった。そして、１問目をみんなで悩みながら考えていくことで本

時の学習課題や自分の考えの表し方をつかませることができた。



それを、中心となる２問目の自力解決につなげることは

できた。しかし、計算はできても「何がどれだけ余ってい

るのか」という問題場面をきちんと捉えられていない児童

が見られたため、集団での解決の場では教師も説明に加わ

りながら全体で考えさせた。さらに、２つの問題を通して

分かった余りの処理の２つの方法、「余った○○のために

あと１ついるから」と「余った○○では～できないから」

の２文を提示しておくことで、問題場面を把握しにくい児

童もそれを選択し、利用しながら解いていくことができた。

第４学年については、「準備運動」（授業の導入）とし

て本時につながる既習事項の復習を行い、自力解決や話合

いに役立てることができた。本時は、多様な考えが児童か

ら出ることを期待していたが、間接指導となる自力解決で

は４倍して１００をつくるという考え方は、出てこなかっ

た。そこで、直接指導で教師から提示し、児童にどのよう ＜左：児童が操作した具体

な考え方なのか推測させた。すると、児童はその方法に気 物 右：教師による説明

付き説明することができた。その後、どの方法が計算しや の補足＞

すいか考えさせたところ、「わったり、かけたりする回数 ＜「準備運動」として、①

が少ない 140 ÷５にしていく方法がよい」という児童が多 わり算の性質②割り切れる

く、教師の意図していた「２５を４倍すると暗算でできる

から簡単」と考えた児童は 少なかった。しかし、間接指

導時に４倍する方法で練習問題を解くようにさせると、そ

の後の感想では、「やってみると、４倍した方が簡単だ」

と書いていた児童がほとんどだった。直接指導で実感でき

ないことも、直接・間接双方の指導につながりをもたせれ 数を探していく考え方③２

ば理解できることも多いと感じた。 ５を２倍・４倍するとの３

日頃から話合いの場は、教師が指導できるように時間を つを復習。＞

ずらして計画している。しかし、両学年が予定通り学習を ＜右：分類された児童のホ

進めていくことは難しい。そこで、児童だけで進められる ワイトボード。左：教師が

よう資料２のような手順で話合いをさせた。さらに、本単 提示した別の考え方を推測

元では、資料３のように説明の仕方を提示したり、教師が して説明する児童。＞

手本を示したりするようにした。これらにより、教師がい

なくても、ある程度の話合いができるようになってきた。 ～発表しよう～

１ 当番の次の人から発表

（３）個に応じた指導の手立て ※ １文ごとに「いいで

少人数であっても、間接指導時には個別指導をすること すか？」とかくにん

が難しい。そこで、つまずきが予想される児童には、ヒン ① 質問とその答え

トカードなどの手立てが必要となる。第３学年には線分図 ② 意見とその答え

がかけないことが予想される児童のために数字などを書き ２ わたしと同じ人はいますか。

込めば線分図ができるカードを準備し、活用させた。児童 ３ ～さんは、同じですか。



は、それを活用することにより、考えることに時間をかけ ※ 同じならホワイトボ

ることができたので、自分の考えをもつことができた。 ードをくっつける。

４ 同じでなかった人が順

４ おわりに に１～３をする。

間接指導を充実させる工夫を続けていけば、児童の進んで 資料２ 話合いの手順

学ぼうとする力は高められると考える。間接指導時には児童

の手でできることを増やし、教師が児童を適切に評価した上

で必要なことを精選して児童に投げかけ、複式学級であって

も、児童が協力し合って高めていける授業を目指したい。

資料３ 本単元での

説明の仕方


